
追
麹
造
り
と
は
、
焼
酎
製
造
の

二
次
仕
込
み
の
段
階
で
、
黒
麹

ベ
ー
ス
の
も
ろ
み
に
清
酒
用
の
黄

麹
を
投
入
す
る
東
酒
造
独
自
の
製

法
で
す
。

従
来
の
、
麹
と
芋
の
比
率
が
異

な
り
、
濃
厚
な
仕
上
が
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

891-0114 鹿児島市小松原一丁目37-1 http://higashi-sz.com

東酒造株式会社 📞099-268-2020 お酒は二十歳になってから。
お酒はおいしく適量を。妊娠中や授乳期の飲酒はお控えくだ
さい。飲酒運転は法律で禁じられています。

鹿
児
島
で
は
お
正
月

に
灰
持
酒(

あ
く
も
ち
ざ

け)

を
お
屠
蘇
で
飲
む
の

が
習
慣
で
す
。
灰
持
酒

製
造
メ
ー
カ
ー
ら
し
く
、

弊
社
で
も
新
年
の
ご
挨

拶
に
来
ら
れ
た
方
に
は

お
屠
蘇
を
振
舞
い
ま
し

た
。
季
節
を
感
じ
る
こ

の
よ
う
な
習
慣
は
、
今

後
も
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

今
年
も
季
節
限
定

七
窪

追
麹
造
り

(

お
い
こ
う
じ
づ
く
り)

を
発
売
し
ま
す
。

七
窪
追
麹
造
り
は
、

「
切
れ
味
抜
群
の
白
麹

原
酒
」
と
「
濃
厚
仕
込

の
追
麹
原
酒
」
、
こ
の

相
反
す
る
原
酒

を
絶

妙
に
ブ
レ
ン
ド
し
、
さ

わ
や
か
な
風
味
と
軽
や

か
な
余
韻
を
残
す
今
ま

で
に
な
か
っ
た
味
わ
い

の
本
格
芋
焼
酎
で
す
。

数
量
限
定
品
で
す
の

で
売
り
切
れ
の
場
合
は

ご
容
赦
下
さ
い
。

２０１７年 スタート

追
麹
造
り
と
は
？

七窪 追麹造り発売決定！！ 4月10日から出荷開始

二
〇
一
八
年

大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
に
決
定
！

東
酒
造
新
聞

二
〇
一
八
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
が
、
西
郷
隆
盛
公
を
主
人
公
に

し
た
「
西
郷(

せ
ご)

ど
ん
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
西
郷
隆
盛
公
と
言

え
ば
、
明
治
維
新
の
立
役
者
で
す
。

二
〇
一
八
年
は
、
明
治
維
新
百

五
十
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
西
郷
隆
盛
公
が
劇
中
で
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
る
か
、
鹿
児
島
で

は
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
酒
造
に
は
西
郷
さ
ん
に
関
す
る

お
酒
が
い
っ
ぱ
い
！

平成29年
新年号

蒸留

＜一般的芋焼酎の造り＞

蒸留

原酒

＜追麹造り＞

協
力

特
定
非
営
利
活
動
法
人

西
郷
隆
盛
公
奉
賛
会

一次仕込
黒麹 ＋ 仕込水 + 酵母

一次仕込
黒麹 ＋ 仕込水 + 酵母

二次仕込
原料の芋

二次仕込
原料の芋

追麹原酒

黄麹を
投入

稀
代
の
英
傑
、
西
郷
隆
盛
公
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
焼
酎
で
す
。

黒
麹
の
濃
厚
な
味
わ
い
と
、
黄

麹
の
す
っ
き
り
と
し
た
口
当
た
り

の
焼
酎
で
す
。

本
格
焼
酎
「
西
郷
庵
」

地
元
限
定

灰
持
酒
仕
込

完
熟
梅
酒

あ
く
も
ち
ざ
け

鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
「
薩
摩
西
郷
梅
」
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

完
熟
し
た
梅
を

薩
摩
伝
統
の
「
灰

持
酒
」
に
つ
け
こ

み
ま
し
た
。

濃
厚
で
上
質
な
と

ろ
あ
ま
梅
酒
で
す
。

本
格
焼
酎
「
豪
放
磊
落
」

ご
う
ほ
う
ら
い
ら
く

甕
壺
で
醸
し
、

木
桶
で
蒸
留
し
た

昔
な
が
ら
の
製
法
で
、
ガ
ツ
ン
と

し
た
芋
の
香
り
が
特
徴
で
す
。

「
豪
放
磊
落
」
は
、
「
度
量
が
大

き
く
、
小
さ
な
事
に
こ
だ
わ
ら
な

い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
西
郷
隆

盛
公
の
人
柄
を
表
し
た
焼
酎
で
す
。 西郷隆盛


